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別紙１ 用語の定義 

 

用語 内容 

PFI 法 民間資金等の活用による公共施設等の整備等の促進に関する

法律（平成 11 年法律第 117 号）をいう。 

法令 法律・政令・省令・条例・規則、若しくは通達・行政指導・

ガイドライン、又は裁判所の判決・決定・命令・仲裁判断、

その他公的機関の定める一切の規程・判断・措置等をいう。 

本事業 「（仮称）豊岡町複合施設再編整備事業」をいい、PFI事業及

び自主事業から成る。 

PFI 事業 本事業のうち、市が PFI法に基づく特定事業として選定し、

PFI事業者が実施する、本施設の設計、建設及び工事監理、並

びに開業準備、維持管理及び運営を個別又は総称した事業を

いう。 

独立採算事業 PFI事業のうち、PFI事業者が自ら調達した資金によりサービ

スを提供し、当該サービスの利用者からの料金収入のみで資

金を回収する事業をいう。具体的には、飲食機能、駐車場機

能等をいう。 

自主事業 本事業のうち、PFI事業者が提案し、自己の責任及び費用負担

により、この契約に従って実施する事業をいう。 

市 横浜市をいう。 

PFI 事業者 本事業において市と契約を締結することになる事業者。 

本施設 本事業により事業敷地に整備する複合棟、体育館棟、校庭、

駐輪場及び駐車場の総称。 

複合棟 本施設のうち、小学校エリア、保育所エリア、市民利用施設

エリア及びその付随施設から成る公共施設をいう。 

体育館棟 本施設のうち、体育館、備蓄倉庫及びその付随施設から成る

公共施設をいう。 

校庭 本事業において、現豊岡小学校の解体後に整備される校庭を

いう。 

仮設家庭科室等 複合棟が供用開始されるまでの間に設置する家庭科室及び普

通教室から成る公共施設をいう。 

民間機能棟 本事業とは別途公募することとして検討されている民間事業

者により整備される建物をいう。具体的にはプール機能等を

有する建物をいう。 
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現豊岡小学校 現在の豊岡小学校の本館棟、北校舎、管理棟、給食棟及びそ

の他の付随施設を総称していう。 

現体育館 現在の豊岡小学校の体育館棟をいう。 

東側校舎 現在の豊岡小学校の東校舎をいう。 

プレハブ校舎（現家庭

科室） 

現在の豊岡小学校の校庭に存する家庭科室及びその付随施設

をいう。 

事業敷地 西側敷地と東側敷地を合わせた土地をいう。 

民間機能棟敷地 民間機能棟の敷地として、西側敷地内に設定される整備用地

をいう。 

セキュリティゾーン 小学校エリアにおいて、時間帯によって建具等で区切ること

で、小学校児童以外も利用することが可能になる範囲 

セキュリティライン セキュリティゾーンを構成する壁、建具等 

飲食スペース 本施設に整備される図書館の賑わいゾーンに設ける飲食が可

能なスペースをいう。独立採算事業による運営を想定された

スペース。 

飲食機能 飲食スペースで提供される機能。飲食営業許可の有無を問わ

ず、飲食行為が可能となる機能をいう。 

間仕切り壁 常設のパーティションをいう。 

可動間仕切り 可動（建築）のパーティションをいう。 

パーティション 備品としてのパーティション。 
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求積表

地  番  384-1
ＮＯ Ｘｎ Ｙｎ Ｙｎ＋１－Ｙｎ－１ Ｘｎ・（Ｙｎ＋１－Ｙｎ－１）

K54 -54143.373 -14392.350 -3.090 167303.0226

K55 -54111.379 -14394.074 -4.316 233544.7118

K50 -54062.711 -14396.666 -4.667 252310.6722

K46 -54023.415 -14398.741 12.405 -670160.4631

K56 -54021.628 -14384.261 61.489 -3321735.8841

K32 -54015.476 -14337.252 62.299 -3365110.1393

K31 -54030.759 -14321.962 16.694 -901989.4907

K30 -54032.156 -14320.558 1.442 -77914.3690

K29 -54032.989 -14320.520 0.783 -42307.8304

K25 -54049.571 -14319.775 2.020 -109180.1334

K21 -54078.072 -14318.500 2.544 -137574.6152

K13 -54106.615 -14317.231 2.854 -154420.2792

K8 -54141.958 -14315.646 1.711 -92636.8901

K7 -54144.891 -14315.520 -1.724 93345.7921

K6 -54146.544 -14317.370 -42.938 2324944.3063

K3 -54145.200 -14358.458 -73.614 3985844.7528

K53 -54144.149 -14390.984 -33.892 1835053.4979

合  計 19316.6612

合  計  面  積 9658.33060

地  積 9658.33 ㎡

地  番  390-36
ＮＯ Ｘｎ Ｙｎ Ｙｎ＋１－Ｙｎ－１ Ｘｎ・（Ｙｎ＋１－Ｙｎ－１）

K4 -54147.263 -14310.884 -15.268 826720.4115

K14 -54108.142 -14312.580 11.913 -644590.2956

K15 -54107.542 -14298.971 14.083 -761996.5140

K19 -54117.549 -14298.497 0.938 -50762.2610

K107 -54127.521 -14298.033 1.185 -64141.1124

K104A -54146.648 -14297.312 -12.851 695838.5734

合  計 1068.8019

合  計  面  積 534.40095

地  積 534.40 ㎡

求積表



 

 

別紙３ 施設の連携による相乗効果 （令和６年 11 月 1 日公表 事業計画から） 

各施設の機能を重ねて連携することで、新たな出会いや、豊かな学び・体験・活動の機会を創出し、教育

環境の向上及び市民サービスの充実を図ります。 

 

1.1 教育環境の向上 

1） 整備にあたっての基本的な考え方 

 学校でも図書館の本を活用できるよう、学校図書館（図書室）と図書館は、動線に留意する（本の

運搬を安全かつ円滑に行う）など、連携しやすい配置とします。 

 豊岡小学校をはじめとした周辺の小中学校等の児童生徒が、市民利用施設で調べ学習ができる

ような環境整備を行い、学習環境の充実を図ります。 

 市民利用施設に創作・発信ができるスペースを設け、調べ学習の成果物展示など、子どもたちが

発表する様子を地域で見守ることができる機会を創出します。 

 図書館で借りた本を返すための返却ポストを、児童が放課後等に返すことができるよう、小学校か

らのアクセス動線がよい位置に配置します。 

 

2） つながり、学ぶ居場所づくり 

 図書館に児童生徒が学び、遊び、過ごすことができる施設を設け、児童生徒だけでも安心して過

ごすことができる居場所をつくるとともに、学びやものづくりを体験できるコンテンツを提供するこ

とで、新たな発見や体験を通じて子どもの創造性を刺激する機会を創出します。 

 図書館に、子ども同士のコミュニケーションや共同活動ができる施設を設け、多様な能力が育まれ

る場とします。 

 地域で活躍するボランティアの方々が小学校の授業内で講義や体験講座を実施することで、小学

生のうちから地域活動を知り、地域への愛着を醸成してもらう機会を創出します。 

 図書館を放課後キッズクラブの活動場所とするなど、児童への居場所・遊び場の提供を行います。 

 

  

学びやものづくりの体験 
（STEAM ラボ（戸田市立戸田東小学校）) 

 ※写真提供 / 戸田市教育委員会 

こどもの居場所 
（武蔵野プレイス） 

※写真提供 / （公財）武蔵野文化生涯学習事業団 

  



 

 

1.2 市民サービスの充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1） 整備にあたっての基本的な考え方 

 横浜市図書館ビジョン（令和６年３月策定）の趣旨も踏まえた施設整備を行います。 

 複合施設内の多様な活動を支えるため、図書館の蔵書を充実させます。デジタルインフラなどの整備

により、市民利用施設内のどこでも自由に持ち歩くことができる環境を整備します。 

 ランドマークとしての役割を機能面でも果たすため、開放的で多目的に利用できる空間を整備し、市

民の学びと活動を支え地域の担い手を作るために機能連携しやすい施設配置とします。 

 様々なライフステージにおいて切れ目なく施設を利用し、地域活動支援や生涯学習支援、子育て支

援等のサービスが享受でき、自然と活動がつながるような機能配置の工夫を行います。 

 

参考 新たな機能・機能拡充に伴う空間づくりの考え方「居心地のよい空間づくり」 

（横浜市図書館ビジョンより） 

「これからの図書館では、子ども・子育て世

代、高齢者の方、障害のある方など、多様な

利用者のニーズに応えられる、滞在したくな

る、居心地のよい空間づくりを進め、図書館

で過ごす中で様々な活動に触れられ、参加を

後押しできる場となります。そのために必要

な、くつろぎや体験・実践、交流・にぎわいの

空間など、地域性と施設規模に応じた諸室を

配置します。」 

 

 

育む 

交わる 

知る 

憩う 活動する 

集う 

学ぶ 遊ぶ 

親子ゾーン 
集中・静寂ゾーン 

こどもゾーン 

賑わいゾーン 多世代交流ゾーン 



 

 

2） デジタル等を活用したインクルーシブな空間づくり 

 市民利用施設には、施設内どこでも利用できる Wi-Fi 環境を整備するとともに、オンラインイベント、

ライブ配信等が実施できる環境を備えます。 

 施設内の案内は、デジタルサイネージなどを活用するとともにやさしい日本語を併記するなど、あら

ゆる世代や国籍の方にも分かりやすい情報提供や交流の場の創出に取り組みます。 

 インクルーシブな空間づくりに向けて、年齢や国籍、障害の有無に関わらず、子育て世代から高齢者

までが気軽に利用できる場所やゆっくりと滞在できる場所を設けます。 

 

  

開放的で多目的な空間 
(和歌山市立図書館) 

※写真提供 / 和歌山市 

気軽に利用できる空間 
大和市文化創造拠点シリウス 

※写真提供 / 佐藤総合設計 

 

3） 多様な主体の連携による地域の魅力向上 

施設運営だけでなく、地域のボランティアの方々、NPO 法人、地元商店会等の多様な主体がそれぞれ

のノウハウを生かして連携することで、将来にわたる地域の魅力向上に取り組みます。 

 

 単なる場の提供にとどまることなく、各施設のコンテンツを活かした連携事業・イベント等を行うことで、

施設利用者の多様な活動を支援します。 

 区民活動センターに登録している団体・地域ボランティアの方々のノウハウ活用と、図書館司書の知

識を用いた連携講座等など、バラエティに富んだイベントを実施します。 

 子育て支援に関連した様々なサービスの情報を発信することで、サービスの利用につなげ、住み続

けたくなる地域としての魅力向上を図ります。 

 

  



 

 

1.3 ゾーニング・ダイヤグラム 

また、「3.3.1 教育環境の向上」「3.3.2 市民サービスの充実」のとおり、可能な限り、施設間の機能連携

などを考慮した施設配置とします。（施設の詳細は「3.4 整備条件」参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               【イメージ図】空間構成と連携イメージ 1 

 

活動 施設の例 配置、ゾーニングの考え方 

憩う・ 

集う 

飲食可能なスペース 

ラウンジ、情報コーナー 

飲食可能なスペースやラウンジは、気軽に入れて、自然と人との

つながりが生まれる場となるよう考慮した配置とします。 

交わる・ 

活動する 

区民活動センター 

多目的スペース 

ラーニングコモンズ 

多目的スペースやラーニングコモンズは、図書館だけでなく、区

民活動センター、地域子育て支援拠点の活動の場としても利用

できるよう考慮した配置とします。また、区民活動センターとラー

ニングコモンズを隣接させるなど、地域活動を知るきっかけとな

り、地域活動・生涯学習を通じた交流につながる配置とします。 

学ぶ・ 

交わる・ 

遊ぶ・ 

こども・ティーンズのため

の学び・体験スペース 

こども・ティーンズのための学び・体験スペースと児童書コー

ナー・ティーンズコーナーの位置関係を工夫し、小学生、中高生の

活動場所を提供します。 

遊ぶ・ 

交わる・ 

育む 

地域子育て支援拠点 

親子のくつろぎ・交流 

スペース 

地域子育て支援拠点と図書館が連携して、親子のくつろぎ・交流

スペースや読み聞かせスペースを整備するなど、親子・乳幼児が

遊んだり交流したりできる配置とします。 

知る 
開架書架 

閲覧席 

居心地の良い読書環境と、静かに調べ物や学習ができる環境を

ともに確保できるよう、作業音に配慮した「静寂室」を設置するな

どの配慮をします。 

 

                                           
1 この図は、機能のつながりを示すもので施設の大きさや実際の配置を表すものではありません。 
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